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・小テスト１４
　　　　全ての動原体に微小管が結合することによってAPC/Cへの抑制が解除され、セキュリンが抑制されることでセパラーゼが活性化する。


・まとめ（内容の確認）１４
　　　　ガン遺伝子―遺伝子座において、一方の対立遺伝子が変異しており、恒常的に活性化している。
[bookmark: _GoBack]　　　　ガン抑制遺伝子―遺伝子座において、両方の遺伝子が変異しており、遺伝子座が機能せず、不活性化している。


・課題１４
　　　　（１）（２）ともに資料４３１、４３２参照
